
　平成２６年６月に就労継続支援A型事業を廃止して、B型事業所に統合し、作業内容や

工賃設定など再構築しました。

　これを機に陶芸部門が作成した陶器に「神福焼」と命名し、柳町１丁目むつ松木屋隣の

木村ビル１階にて展示・販売しています。

営　業　日  :    月曜日～金曜日（祝日を除く）

営 業 時 間  :　午後１時～午後３時

連　絡　先   :　就労継続支援B型事業所サポートセンターひろば　TEL０１７５－３４－９９１９

興味がおありの方はぜひご連絡ください

          特定非営利活動法人（ＮＰＯ）むつ下北子育て支援ネットワーク「ひろば」 

〒035-0031  むつ市柳町１丁目２－１５  Ｅメール honbu@npo-hiroba.org  

          TEL ０１７５－２３－７８４４      FAX ０１７５－３４－００１３  

第２7号（平成２7年１月発行）  

ひろば通信 

発行責任者  小川 千恵  

いつでもできる 



【内容】 
準備されている作品（コーヒーカップなど）に専用の絵の具で絵を描

いていきます。 
1時間程度の体験です。本焼き、やすりがけ等の作業を行いますので、

完成まで2か月程度かかります。作品が完成したら連絡いたします。 
【体験費】 
1人1，000円（絵の具代、焼成代込） 

【内容】 
1㎏の粘土を使って、好きな作品を作ることができます。 
（コーヒーカップ3つ程度の分量です） 
2時間程度の体験です。素焼き、本焼き、やすりがけ等の作業を行い

ますので、完成まで2か月程度かかります。作品が完成したら連絡い

たします。 
【体験費】 
1人1，500円（粘土代、焼成代込） 

【内容】 
1㎏の粘土を使って好きな作品を作り、素焼きしたものに専用の絵の

具で絵を描いていきます。作品作りで2時間程度、1か月ほどで素焼

きが終わりますので、その後の絵付けが1時間程度の体験です。本焼

き、やすりがけ等の作業を行いますので、完成まで2か月程度かかり

ます。作品が完成したら連絡いたします。 
【体験費】 
1人2，000円（粘土代、絵の具代、焼成代込） 
 

選べる３つのコース 

陶芸教室 



　ひろばの就労継続支援事業は、平成２３年４月１日にA型事業所「ひろばのまんま」を開設し、

同年１０月１日にB型事業所「七福」を開設しましたが、平成２６年７月１日に、両事業所を統合して

「就労継続支援B型事業所　サポートセンターひろば」として再スタートしました。

　当初は「ひろばのまんま」の弁当配達事業だけでしたが、その後周辺事業所の清掃などを手がけ、今年

度は、青森県下北地域県民局が推し進める「農福連携事業」における「障害者農業就労モデル実証業務」

を受託するところとなり、１１月はこれに基づく「アピオス」の収穫作業に張り切って取り組みました。

 　また、鶏肉の前処理や夏秋イチゴのジャム原料下処理作業の受託も始めました。

　平成２７年１月からはアピオス作業が増え、次年度からは、夏秋イチゴの化粧箱作りの受託なども予定

しています。

<今後の活動内容>

弁当配達

「ひろばのまんま」として継続

陶芸

「神福焼」と命名し販売。「陶芸教室」開設

畑作（野菜、そば、きのこ）

野菜（トマト、ナス、ネギ、ピーマン）の「自然農法」に挑戦。アピオスの収穫

軽作業

唐揚げ用鶏肉の前処理作業

夏秋イチゴのジャム用原料の前処理作業

清掃作業、リサイクル等

事務作業

経理補助等

活動内容（例）

来所（希望者自宅まで迎え）・作業準備

・事務所及び商店街の清掃（受託）業務

・厨房にて弁当作り

・経理や弁当受注事務の手伝い

・鶏肉前処理

・リサイクル活動（有償資源の売却）

・ジャム用夏秋イチゴの下処理

・第一次産業（農作物・水産物）の育成・収穫及び「ひろばのまんま」への提供

昼休み

・軽作業の請負（会議資料作りや封筒詰め）

・個別活動（パソコンの練習や手芸等）

・陶芸

・ジャム用夏秋イチゴの下処理

業務日誌記載・帰宅準備

帰宅（希望者自宅まで送り）

お問い合わせ

就労継続支援B型事業所　サポートセンターひろば

むつ市柳町１丁目８番１号　　木村ビル２F

TEL/FAX  0175-34-9919 TEL  0175-34-9612
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≪障がい者福祉サービス事業≫ 

就労継続支援B型事業所 サポートセンターひろば 



〒 ０３５－００４１ 

青森県むつ市金曲一丁目１９－２５ 

TEL      ０１７５－２３－０４６５ 

新２号館   タウンハイツC2  

グループホーム 

     「サンライズ」 

   今年度グループホームは１０名の利用者さんから始まり４月から新しく２名 

  の方が入居されました。『２号館』は新町から金曲へ移転し、世話人も増えて 

  より良いサービスの充実に努めています。現在この新２号館には一部屋空きが 

  あります。男性のみ入居可能なので、是非地域で暮らしてみたいという障がい 

  のある方がいらっしゃいましたら、お気軽にお尋ねください。  

 

                TEL  ０１７５－３１－００６７まで 

今年度の一泊旅行の様子です 

大函丸にて 

大沼公園にて 

函館・大沼方面へ行ってきました。 



障がいを持つお子さま（小学生～高校生）を対象として療育を行っています。

平日は、放課後、学校に迎えに行き「あおぞら」で過ごし自宅まで送迎。

夏休みは遠足や調理実習、買い物、カラオケ体験などにチャレンジ!!

今年の利用状況

・開所日：月曜～金曜（午前９時～午後６時）

・定員：１０名　登録児童２５名（平成２６年９月現在）

・利用者：むつ養護学校、関根小学校

・利用実績：１日平均１１人（平成２６年４月～２６年９月）

家族交流会

・集団療育：楽器・歌、紙吹雪、散歩、ダンス、体操など （早掛け沼公園にてバーベキュー）

・個別療育：宿題、マッサージ、散歩、運動、楽器、おもちゃ遊びなど

・イベント：遠足（金谷公園・三沢航空科学館・トントゥビレッジ）、水遊び、調理実習

　　　　　　クリスマス会、おたのしみ会

包丁を使って材料を切りました!! 餃子の皮で具を包みます 上手に出来ました

  児童ディサービス（あおぞら） 

帰りの会 楽しく製作中 おやつタイム 



・火曜日～土曜日（９時半～１２時）開所

新たに「レンタルボックス」コーナー設置

ネイルアートは

大人気でした!!

【事業目的】

高齢者、障がい者及び障がい児の共生型施設の運営を行う

【事業内容】

1 高齢者の居場所提供

2 障がい児のディサービス

3 ｼｪｱﾊｳｽとしての高齢者や障がい児など要生活支援者の入居

4 一時預かり（レスパイト事業）

【事業実績】

1 高齢者の居場所提供事業として、毎月「地域交流サロン」を開催しました。（エコクラフト手芸など）

2 障がい児のディサービス事業を実施しました。

3 シェアハウスとしての高齢者や障がい児など要生活支援者の入居事業は「市政だより」に入居者募

の宣伝広告掲載しました。

<<共生型サービス事業>>

入居者募集

・居室と食事を提供して生活支援をします。
・家賃は３万円程度です。 引き続き入居者を募集しています。
（他に管理費・食費・電気代等を頂きます。）

NPO法人　ひろば
ＮＰＯ法人　むつ下北子育て支援ネットワークひろば

むつ市柳町1-2-15佐藤ビル2F   ℡0175-23-7844

様々な「こども屋台」を出店!!

たなぶ七福まつり

（子どもの服やおもちゃなどのリサイクル）

「エコキッズ」コーナー

（お母さんたちの手作り品を展示・販売）

ふれあいホームひろば

一人暮らしの高齢者の方を対象としたワンルーム

お問い合わせ

詳しくはホームページをご覧下さい

http://hiroba.org/

見学など随時受付中!!

市政だより８月２５日号に

宣伝広告を掲載しました!!

０１７５－２３－７８４４TEL

みんなの広場 

柳町の事務所の１階におもちゃを常設し、乳幼児の親子が集う場所を設置しています。 

昨年度まで「経済産業省」の商店街活性化事業として助成されていましたが、今年度 

から「ひろば」の自主事業として継続しています。 

ふれあいホームひろば 

http://hiroba.org/


育児の援助を受けたい人「おねがい会員」と、援助を行いたい人「まかせて会員」と、両方を希望する人「両方

会員」とが、それぞれセンターの会員となり、地域で子育ての助け合い活動を行っている会員組織です。

おねがい会員 342名

まかせて会員 　46名

両方会員 　23名 月平均

411名

<<援助活動件数ベスト３>>

【1】保護者の短時間・臨時的就労の場合の援助

【2】保育所・幼稚園の迎え及び帰宅後の預かり

【3】保護者の外出の場合の援助

<<研修会>>

【1】ファミリー・サポート・センターの役割としくみ センター長　小川千恵

【2】子どもの育ちについて 青森保健大学　中村由美子教授

【3】安全対策と応急手当 青森保健大学　中村由美子教授

【4】何をどう食べるのか？ NPO法人むつ市体育協会　坂本謙二氏

【5】からだの発育と病気 どんぐりこどもクリニック　佐々木正人氏

【6】障害のある子どもとの関わり方 青森県発達障害者支援センター「ステップ」町田徳子氏

【7】子どもの遊び 児童ディ「あおぞら」　白川久子氏

【8】救急救命講習 むつ消防署

<<WEBラーニング講座>>

【1】青森の子育て、世界の子育て 青森保健大学　メリッサ小笠原先生

【2】子供が生まれてからパートナーとの関係どうしてる？ 青森保健大学　中村由美子教授

【3】（ママの）誰にも言えない身体の悩み 青森保健大学　佐藤愛先生

<<会員交流会>>

☆ミニカゴ作り

むつ市中央２丁目３０－２
TEL ０１７５－２４－０６０５

412件

登録者 援助件数

（平成26年4月～26年9月）

68件

207時間32分

利用料金 
 

      午前７時～午後７時まで  １時間６００円 

 

      上記以外の時間帯     １時間７００円 

 

※基本時間は１時間で、１時間を超えた場合３０分単位

（半額）とします。 

 

※二人目以降（満３歳以上）の子どもに係る利用料金は 

半額とします。 
 

むつ市受託事業 

むつ市ファミリー・サポート・センター  



事業内容

病気の回復期にある児童を一時的に預かることにより、保護者の子育てと就労の両立を支援する事業です。

＊開設日時 月～土曜日（日・祝日　休み） ８時～１８時

＊利用料金 １日 ２，０５０円

＊登録者数 ２０４名

利用件数

平成２５年度　　　８２件 平成２６年度　　（４/1～１１/３０）　　６４件

感冒 ３１件 感冒 ３０件

インフルエンザ １３件 水痘 １３件

感染性胃腸炎 １１件 感染性胃腸炎 ７件

喘息・喘息性気管支炎 ６件 気管支炎 ５件

流行性耳下腺炎 ５件 喘息・喘息性気管支炎 ４件

中耳炎 ４件 インフルエンザ ２件

へルパンギーナ ３件 とびひ ２件

水痘 ３件 へルパンギーナ １件

マイコプラズマ気管支炎 ３件

気管支炎 ２件

尿路感染症 １件

　平成２２年６月にむつ市から委託、開設され、平成２３年は２３件、２４年は３７件でしたが、

平成２５年の昨年から利用件数が増大し、今年度も１１月末で６０件を超す利用となっています。

病院からの連絡票が必要などの手間が敬遠されていたようだが認知度も向上し、

リピーターの利用が多くなっています。

　開設時間は看護師、保育士が常駐しているため、当日予約・利用にも

対応できて母親の就労支援に役立っています。

更なる周知徹底のため、就労先への案内チラシの配布を検討しています。

特定非営利活動法人

●正会員 ⇒ 一口　5000円 むつ下北子育て支援ネットワーク「ひろば」

●賛助会員 ⇒ 一口　1000円 むつ市柳町１－２－１５　佐藤ビル２F

TEL ０１７５－２３－７８４４

メールアドレス　honbu@npo-hiroba.org

≪郵便振替≫02250-7-64764

会員になってひろばを支えて下さい。

むつ市受託事業

病後児預かり室 

   おひさまルーム 
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